
 

地域文化講座シリーズ（令和 5年度第４期） 

 第 24回  日本酒講座  
□きりりと引き締まった厳寒の冬。酒蔵は隅々まで緊張に包まれ、新しい酒の誕生期を迎えます。活き活きとしてい

る蔵、この時にしか見ることができない生気に満ちた姿を見学いただきます。その後ここで生まれた美酒を利き酒し

ます。(Aプログラム) 

□日本酒は目覚ましい変革の時期を迎えています。県外の一つの蔵及び、仙北地域以外の２つの蔵を見学します。

利き酒で確めます。(Bプログラム) 

□最近の日本酒事情について酒販店の側から講義していただきます。(Cプログラム) 

飲食は原則全員参加とします。代金は当日講義の行われる現場にてお支払いいただきます。 

・定員：20名（定員になり次第締め切ります。） 

・開催場所、移動方法：第 1回 1月 18日 18時 30分よりペアーレ大仙にてスケジュール・交通事情全体を

説明致します。 

・受講料：10,800円と飲食代各 3,500円がかかります。他に蔵までの交通費がかかります。全回利き酒があ

ります。 

講座内容 

第 1回 「アキモト酒店店主 秋元浩」（Cプロ） 

日時：1月 18日（木）18:30~20:00 

場所：ペアーレ大仙 

長年酒販店を営んできた秋元浩様より「日本酒の

現状」について日本酒の好みの変化等を交えて、お

話をしていただきます。 

 

 

第 2回 「鳥海山」の蔵 （Bプロ） 

日時：1月 27日（土）10:00~16:00 

場所：矢島町「天寿酒蔵」 

江戸時代、矢島藩の城下町の風情が残る地で明治

7年(1874年)から酒造りをしている。雄大で秀麗な鳥

海山の伏流水を使っている蔵です。 

 
第 3回 「秀よし」の蔵 （Aプロ） 

日時：2月 3日（土）16:00~20:00 

場所：大仙市鈴木酒造 

創業は元禄二年(1689 年)。宝暦年間に秋田藩主

佐竹公が「秀でて良し」と激賞し、「ひでよし」

の酒名を賜った蔵です。 

丁寧にじっくりと時間をかけて仕込まれたお酒丁

寧にじっくりと時間をかけて仕込まれたお酒で

す。 

第 4回 「あら玉」の蔵 （Bプロ) 

日時：2月 24日（土）8:00~16:00 

場所：山形県河北町和田酒造 

蔵のある河北町は山形県のほぼ中央に位置し、

紅花が名産品、最上川の水運で京都との行き来も

あったそうで、京雛の文化も残る地区です。 

第 6回 「千代緑」の蔵 （Aプロ） 

 日時：3月 23日（土）14:00~17:00  

 場所：大仙市奥田酒造 

酒造りを始めて 350余年、歴史が酵母や醸し方に浸

み込み、独特の味を生んでいます。三百五十年の歴史

を感じる酒です。 

第 5回 「爛漫」の蔵 （Bプロ） 

日時：3月 2日（土）10:00~15:00 

場所：湯沢市秋田銘醸 

湯沢の自然に恵まれた風土や特色を生かした醸造

法で、酒造りの原点である米の旨味を十分に引き出

した「愉しい酒」を醸しています。 

 

注意 ①本講座の各回受講後、車の運転は飲酒のためできません。 

②申込時に誓約書を提出していただきますので印鑑をご持参ください。 

   

 

 

 

 

一度に多種類の利き酒ができ、自分の好きな 

お酒を確認できる。 本講座の特技です！！ 


